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積極的に予算投入

可決 賛成 30
反対 2

議案第1号　
29年度
一般会計予算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
事
業
費

質
　
29
年
度
の
事
業
予
定
は

答　

昨
年
、
市
内
の
難
聴
地
域
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
主
に
市
北

西
部
山
間
地
域
や
大
平
地
域
の
南
部
か
ら

藤
岡
地
域
の
平
坦
地
な
ど
で
電
波
の
入
り

に
く
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
そ
れ

ら
を
解
消
す
る
た
め
の
設
計
業
務
や
放
送

設
備
の
整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
事
業
費

質
　
主
な
見
直
し
点
は

答　

利
用
者
か
ら
の
希
望
が
多
か
っ
た

と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が

へ
の
乗
り
入
れ
を
、
2
路
線
増
や
し
、
9

路
線
と
し
た
。

子
育
て
支
援
施
設
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

事
業
費

質
　
ど
の
よ
う
な
施
設
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
の
か

答　

遊
戯
室
、
子
育
て
相
談
室
、
図
書

室
な
ど
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

質　
　
疑

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金

質
　
市
独
自
に
事
業
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
経
緯
は

答　

平
成
27
年
度
に
同
事
業
を
実
施
し

た
結
果
と
し
て
、
消
費
を
喚
起
す
る
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
実
施
主
体
で
あ
る
商
工
経
済
団

体
連
絡
協
議
会
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
。

質
　
事
業
の
規
模
は

答　

現
時
点
で
は
1
万
円
の
商
品
券

1
万
5
0
0
0
冊
の
発
行
を
想
定
し
て
い

る
。
商
品
券
販
売
額
の
10
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
分
1
5
0
0
万
円
と
事
務
費
5
0
0
万

円
を
補
助
し
た
い
。

空
き
家
対
策
事
業
費

質
　
空
き
家
解
体
費
補
助
金
の
実
績

は答　

2
月
末
現
在
で
約
90
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。

質
　
空
き
家
の
活
用
に
よ
る
対
策
は

答　

本
市
は
蔵
の
街
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
建
築
年
度
の
古
い
建
物
が
多
い
。
街

並
み
に
合
っ
た
景
観
を
維
持
す
る
た
め
に

も
古
い
家
を
手
入
れ
し
、
長
く
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

も
勧
め
て
い
る
。
同
バ
ン
ク
の
利
用
状
況

は
全
国
で
も
上
位
に
あ
る
。

予算
審査

29年度一般会計　632億2000万円

　みんなの税金が適切に使われる事業計画になって
いるか、9月の決算審査での反省が生かされているか
など、全議員が4委員会に分かれて審査しました。

予算の審査って、どんなかんじなの？

討　
　
論

反
対

　
本
予
算
案
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
の
大
幅
減
、
生
活
保
護
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
不
足
、
学
校
給
食
費
の
値

上
げ
、
規
制
緩
和
に
よ
る
保
育
の
質
の
低

下
、
ほ
か
に
も
、
臨
時
保
育
士
の
賃
金
が

依
然
と
し
て
低
い
こ
と
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
不
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の

問
題
が
あ
る
。

　
格
差
が
拡
大
し
貧
困
が
広
が
る
中
、
こ

の
予
算
案
で
は
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
。

賛
成

　
借
金
の
残
高
を
減
ら
す
な
ど
、
予
算
編

成
に
お
い
て
、
財
政
健
全
化
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
を
中
心
に
見
て
み
る

と
、「
蔵
の
街
や
ど
か
り
の
家
」
に
続
く
新

た
な
宿
泊
体
験
施
設
の
整
備
、
県
内
初
の

消
防
基
金
創
設
、
屋
内
型
の
子
ど
も
の
遊

戯
施
設
の
整
備
、
全
世
代
に
対
応
す
る
包

括
的
な
福
祉
支
援
体
制
の
構
築
、
全
小
中

学
校
で
の
学
校
運
営
協
議
会
制
度
導
入
、

各
中
学
校
区
を
単
位
と
し
た
小
中
一
貫
教

育
の
ス
タ
ー
ト
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る

「
ジ
ャ
パ
ン・エ
キ
ス
ポ
」
へ
の
「
と
ち
介
」

の
参
加
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
。
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予算規模 2年連続で縮小

重要施策には
　平成22年の合併以降、予算規模は拡大してきましたが、28年度に縮小に転じ、続く29年度も、小中
学校校舎等整備事業などの大型事業が一段落したことにより、前年度より縮小しました。
　市長からは、「人口減少対策や地方創生、防災・減災のための施策や将来の発展に向けた施策など、
予算を投入すべき分野には積極的に投入した。」と説明があり、これを受けて、議会では適切な予算編
成となっているかどうか審査をしました。

三県境整備事業費
664万8千円

路上喫煙防止対策事業費
26万5千円

子育て支援施設
子どもの遊び場整備事業費

1,834万6千円

「みんなでつくる」
観光動画コンテスト事業費

150万円

巴波川市街地
雨水排水対策事業費

1,800万円

生活道路舗装補修事業費
2億円

「何とかしたい農」
からはじまる事業費

100万円

「本物の出会い　栃木」
デスティネーションキャ
ンペーン誘客促進事業費

448万円

ビジネスプランコンテスト
事業費

300万円

　誘導案内看板作成など
　マナー向上のための啓発活
動など

　子どもの遊び場の基本計画
を策定

　市内の観光資源を撮影した
短編動画を募集し、グランプ
リを選定

　大雨時の浸水被害を軽減す
るための雨水排水対策全体計
画を策定

　生活道路の舗装補修工事を
進める

　不要となった農機具等を登
録する「農業機械施設バンク」
を推進

　平成29 〜 31年栃木県で実
施される春の大型キャンペー
ンに向けた取組

　新規性・独自性のあるビジ
ネスプランを表彰し、創業支
援を行う

29年度新規事業の一部を紹介
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定数4人減 34人  30人

可決 賛成31
反対 1

議員案第2号
議員定数条例の
一部改正

議員
定数平成30年4月の選挙から

どんな検討がされたの?
Q　将来の人口推計は?
A　�平成2年の174,717人をピークに減少中。
今後10年で15万人を割ると予想されている。

Q　市の財政見通しは?
A　�税収などの減少が予想され、10年後には歳
入が15%減少すると見込まれている。

Q　類似都市の定数は?
A　�人口・面積が同じくらいで平成の合併を経
ている都市の議員定数の平均は約30人。

Q　類似都市の常任委員会の数は?
A　�栃木市と同じ4委員会。議論を深めるには1
委員会当たり7人から8人は必要か。

Q　県内のほかの市と比べてみると?
A　�宇都宮市の45人に次いで2番目に多い。人
口規模の近い小山市は30人、足利市は24人。

議員の人数はどのくらい減ったの？
　合併前と比べると、88人から30人に、58人減少することとなります。

合併前
1市3町合併時
（H22.3）

西方町合併時
（H23.10）

岩舟町合併時
（H26.4）

次期選挙時
（H30.4）

88人 31人 34人 34人 30人
旧栃木市� 20人 栃木地域� 15人 栃木地域� 15人 栃木地域
旧大平町� 16人 大平地域� 7人 大平地域� 7人 大平地域
旧藤岡町� 14人 藤岡地域� 5人 藤岡地域� 5人 藤岡地域� 30人
旧都賀町� 14人 都賀地域� 4人 都賀地域� 4人 都賀地域
旧西方町� 10人 西方地域� 3人 西方地域
旧岩舟町� 14人 岩舟地域� 4人

市民からの意見は？
　議会報告会で直接市民の皆さまと意見を交換
したほか、市民会議の委員の方々からもさまざ
まなご意見をいただきました。

　定数は4人削減いたしますが、議員一人一人
が資質の向上に努め、議会全体の議会力を高め
るとともに、議会報告会等を更に発展させて皆
さまの声を市政にお届けできるよう努力してい
きます。

　市議会では、次の選挙に向けて、議員定数を何人にすべきか、議員10人で構成する議員定数検討委員
会で議論を深めてきました。
　その結果を受け、3月定例会において、定数を30人とする条例改正案を提案し、賛成多数で可決しま
した。

　市の財源を確保するために、30人よ
りもっと削減したほうが良い。

　議員が減ったら地域の声が市政に届か
なくなるんじゃないか。

　定数が減ることになっても、審査は低
調にならないようにしなくては。

次からは
選挙区なし
オールとちぎ
だよ!
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後払い式に変更 ～県内初～

ご意見を募集します！

可決 全会一致

議員案第1号
政務活動費交付
条例の一部改正

政務
活動費

自転車
条例

報
告
書
等
が
、
議
会
事
務
局
で

す
ぐ
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
使
途
基
準
の
見
直
し

　

市
民
目
線
に
立
ち
、
項
目
ご

と
に
支
出
の
判
断
指
針
を
見
直

し
、
具
体
的
な
使
途
基
準
に
つ

い
て
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改

訂
し
ま
し
た
。

★
後
払
い
式
と
は
？

　

政
務
活
動
に
要
す
る
経
費
を
、

議
員
が
い
っ
た
ん
立
て
替
え
て
支

払
い
、
支
出
の
あ
っ
た
月
の
翌
月

以
降
に
、
領
収
書
等
を
添
付
の
う

え
、
市
に
申
請
・
請
求
し
、
交
付

を
受
け
る
も
の
で
す
。

◆
閲
覧
場
所

　
議
会
事
務
局
、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
本
庁
舎
4
階
）、
各
総
合

支
所
地
域
づ
く
り
推
進
課
、大
宮・

皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国
府
公
民

館
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙

（
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
。

　

6
月
19
日
（
月
）
必
着

○
窓
口　

議
会
事
務
局
（
本
庁

舎
4
階
）、
各
総
合
支
所
地
域
づ

く
り
推
進
課
、
大
宮
・
皆
川
・

吹
上
・
寺
尾
・
国
府
公
民
館
（
平

日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）

○
郵
送　
〒
3
2
8

−

8
6
8
6

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所
議
会

事
務
局
あ
て

○
FAX（
21
）2
6
8
8

○

��gikai02@
city.tochigi.

lg.jp

◆
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名
等

は
非
公
表
）
な
お
、
ご
意
見
に

対
す
る
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

全
国
的
に
不
適
切
な
支
出
が

多
数
発
覚
し
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

議
会
改
革
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
そ
の
原
因
を
検
証
し
、
改

善
策
に
つ
い
て
、
検
討
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
政
務
活
動
費
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

◆
交
付（
支
給
）方
法
の
見
直
し

　
平
成
29
年
度
交
付
分
か
ら
「
完

全
後
払
い
式
」に
変
更
し
ま
し
た
。

◆�

透
明
度
・
公
開
度
を
高
め
る

取
り
組
み

・	

平
成
29
年
度
交
付
分
の
収
支

報
告
書
類
（
領
収
書
等
含
む
全

て
の
関
係
書
類
）
を
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。

・	

議
会
独
自
の
閲
覧
制
度
導
入

に
よ
り
、
過
去
5
年
分
の
収
支

　

自
転
車
は
身
近
な
交
通
手
段

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ま

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
経
済
的

か
つ
健
康
的
で
あ
り
、
環
境
に

も
配
慮
し
た
交
通
手
段
で
も
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
気
軽
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
一
方
で
交
通
ル
ー
ル
が
十

分
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
運
転
マ

ナ
ー
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
議
会
で
は
、
自
転
車
を
安
全
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
安
心
な
交

通
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
関

す
る
条
例
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
素
案
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

・	�

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

・	�

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

法
人
、
個
人
等

・	�

市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
方

・	�

そ
の
他
本
件
に
利
害
関
係
の

あ
る
方

◆
閲
覧
期
間

　

5
月
19
日（
金
）
～
６
月
19
日

（
月
）

★交付（支給）方法等の変更概要★
変更前 変更後

交付方法 前払い式 後払い式
交付申請 年度当初1回 1回または複数回

（支出のあった月の翌月以降）
交付決定 年度当初1回 1回または複数回（申請の都度）
交付請求 半期ごと 1回または複数回（決定の都度）
交付時期 4月・10月 1回または複数回（請求の都度）
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3
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と�

（
主
な
議
案
）

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
3
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

可決 全会一致

祝町の
土地・建物を取得

議案第43号　
財産の交換

議
案
の
概
要

　
市
が
所
有
す
る
大
平
町
川
連
・
牛
久
地

内
の
土
地
と
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
（
T
M
C
）
が
所
有
す
る
祝
町
地
内

の
土
地
・
建
物
を
交
換
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
市
は
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
し
進
め
、
さ
ら
な
る
魅
力
と
交
流
の
場

を
創
り
出
す
た
め
に
、
取
得
し
た
土
地
・

建
物
を
使
っ
て
、
子
育
て
支
援
施
設
子
ど

も
の
遊
び
場
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

【
市
か
ら
T
M
C
へ
】

・	

土
地
（
大
平
町
川
連
・
牛
久
）

	

1
万
2
2
7
6・
４
６
㎡

可決 全会一致

このような方を
名誉市民に

議案第19号　
名誉市民条例の制定

議
案
の
概
要

　
社
会
の
進
展
や
文
化
の
興
隆
に
貢
献
し

た
方
の
功
績
を
た
た
え
、
広
く
世
間
に
知

ら
せ
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
名
誉
市
民
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
民

ま
た
は
市
に
縁
の
深
い
方
で
、
産
業
、
経

済
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
学
術
、
技
芸
、

ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
、
社

会
の
進
展
ま
た
は
文
化
の
興
隆
に
多
大
の

貢
献
を
し
、
そ
の
功
績
が
絶
大
で
、
郷
土

の
誇
り
と
し
て
市
民
か
ら
深
く
尊
敬
さ
れ

て
い
る
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
名
誉
市
民
は
、
あ
ら
か
じ
め
栃

木
市
名
誉
市
民
選
考
委
員
会
の
意
見
を
聴

き
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
合
併
前
の
旧
市
町
の
条
例
に
基

づ
い
て
名
誉
市
（
町
）
民
と
な
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
栃
木
市
の
名
誉
市
民

と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
す
。

【
T
M
C
か
ら
市
へ
】

・	

土
地
（
祝
町
）	

5
5
8
9・
０
９
㎡

・	

建
物
（
祝
町
）	

3
5
6
7・
６
０
㎡

質　
　
疑

質
　
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
の
価
値
は

答　

大
平
町
川
連
及
び
牛
久
地
内
の
と

ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
用

地
は
土
地
価
格
に
造
成
工
事
費
等
を
加
え

て
1
億
2
9
9
3
万
2
6
6
円
。

　
祝
町
地
内
の
旧
下
都
賀
総
合
病
院
跡
地

の
鑑
定
額
は
土
地
建
物
の
価
格
か
ら
一
部

建
物
の
解
体
費
用
を
差
し
引
い
た
金
額
と

し
て
1
億
3
4
0
0
万
円
で
あ
る
。

質
　
旧
下
都
賀
総
合
病
院
跡
地
に
あ

る
建
物
の
耐
震
性
は

答　

昭
和
48
年
新
築
と
平
成
3
年
増
築

の
建
物
が
あ
る
。

　
昭
和
48
年
の
建
物
は
解
体
す
る
予
定
だ

が
、
平
成
3
年
の
建
物
は
活
用
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
再
度
建
物
の
調

査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
　
疑

質
　
ど
の
よ
う
な
分
野
で
貢
献
し
た

方
を
名
誉
市
民
と
す
る
の
か
が
第
2
条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
の
案
に

あ
っ
た
「
政
治
、行
政
」
の
文
字
を
削
っ

て
、代
わ
り
に
「
保
健
、医
療
、福
祉
、

ス
ポ
ー
ツ
」
を
加
え
た
の
は
な
ぜ
か

答　
「
政
治
、
行
政
」
と
い
っ
た
分
野
が

ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
分
か
り
に

く
い
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
ス
ポ
ー

ツ
と
具
体
的
な
表
現
に
言
い
換
え
た
。

質
　
政
治
家
を
否
定
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か

答　

政
治
家
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
し
、
政
治
家
が
名
誉
市
民
の
対
象
に
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。



－ 7－－ 7－

第 31 号 平成 29 年 5 月 19 日とちぎ市議会だより

　3月定例会では、議案53件、議員案2件、陳情1件が審査され、そのうち、全会一致は50件、賛否が
分かれた議案等は6件でした。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。

　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、討論が行われた議案名と発言した議員名は次のと
おりです。（◇=賛成　◆=反対）

・議案第1号 ◇大谷好一議員 ◆白石幹男議員

・議案第2号 ◇大谷好一議員 ◆白石幹男議員

・議案第3号 ◇大谷好一議員 ◆白石幹男議員

・議員案第2号 ◆白石幹男議員

〇=賛成　●=反対

議案番号 議案名

採

決

結

果

大

谷

好

一

茂

呂

健

市

青

木

一

男

針

谷

育

造

坂

東

一

敏

広

瀬

昌

子

小
久
保
か
お
る

古
沢
ち
い
子

松

本

喜

一

渡

辺

照

明

白

石

幹

男

関
口
孫
一
郎

氏

家
　

晃

平

池

紘

士

針

谷

正

夫

大

出

三

夫

大
阿
久
岩
人

大

川

秀

子

長
　

芳

孝

千

葉

正

弘

入
野
登
志
子

天

谷

浩

明

広

瀬

義

明

福

富

善

明

大

武

真

一

海
老
原
恵
子

永

田

武

志

岡
　

賢

治

小

堀

良

江

梅

澤

米

満

中

島

克

訓

高

岩

義

祐

福

田

裕

司
（
誠
心
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
大
樹
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
誠
心
）

（
大
樹
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
無
会
派
）

（
誠
心
）

（
無
会
派
）

（
黎
明
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
大
樹
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
誠
心
）

（
大
樹
）

（
大
樹
）

（
無
会
派
）

（
無
会
派
）

（
黎
明
）

（
大
樹
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
無
会
派
）

議
案

1号 平成29年度
一般会計予算

可
決○○○●○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○○○○○○○

2号
平成29年度
国民健康保険
特別会計予算

可
決○○○●○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○

3号
平成29年度
後期高齢者医療
特別会計予算

可
決○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○● ○○○○○○○

51号
平成28年度
一般会計補正予算
（第4号）

可
決○○●●○●○○ - - ● ○○○○○○○○○○○○○● ○○○ - ○○○

議
員
案

2号 議員定数条例の
一部改正

可
決○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○

陳
情
（28年）
3号

「高額療養費」
「後期高齢者の窓口負
担」に関する陳情書

不
採
択
●●●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●○ ●●●●●●●

※平成28年陳情第3号については、閉会中の継続審査となっていた案件です。

議案等の審議結果

夢への一歩!
　4月11日に行なわれた、岩舟小学校の入学式
後の教室内の様子です。
　式の後、新一年生は2つのクラスに分かれ、

保護者の方たちとともに担任の先生より、小学校での決まりごとや注意
する点などのお話しを真剣に聞いていました。
　未来を担うピカピカの一年生、新たな一歩を踏み出した子ども達に幸
多かれと願うばかりです。

表紙の写真



－ 8－

市 すに 一 質政 る対 般 問

第 31 号 平成 29 年 5 月 19 日とちぎ市議会だより

市
営
住
宅
に

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を

　

市
内
に
は
、
16
カ
所
に
も
及
ぶ
市
営

住
宅
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
が
遠
く
、
特
に
お
年

寄
り
や
交
通
弱
者
の
方
に
と
っ
て
は
歩

く
の
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

利
便
性・利
用
率
の
向
上
の
た
め
に
も
、

市
営
住
宅
へ
の
乗
り
入
れ
等
に
つ
い

て
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

乗
り
入
れ
を
視
野
に

見
直
し
を
検
討
す
る

　
現
状
と
し
て
は
、
敷
地
内
に
バ
ス
の
停

留
所
を
設
置
し
て
い
る
市
営
住
宅
は
な
い

が
、お
体
の
弱
っ
た
高
齢
者
等
に
配
慮
し
、

路
線
上
の
で
き
る
限
り
近
い
場
所
に
停
留

所
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

敷
地
内
に
乗
り
入
れ
る
た
め
に
は
、

河
川
増
水
時
の
水
位
か
ら

危
険
度
合
い
が
分
か
る

表
示
が
必
要
で
は
な
い
か

　

部
屋
地
区
の
方
か
ら
、「
河
川
増
水

時
に
誰
が
見
て
も
危
険
度
が
判
断
で
き

れ
ば
、
避
難
準
備
の
目
安
に
な
る
」
と

の
意
見
を
聞
い
た
。
水
位
や
危
険
度
合

い
を
示
す
表
示
は
、
実
際
に
見
て
回
っ

た
場
所
に
は
な
か
っ
た
。「
危
険
水
位
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
表
示
を
付
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
青
木
危
機
管
理
監

防
災
・
減
災
に
有
効
な
の
で

河
川
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く

　

分
か
り
や
す
い
量
水
標
の
設
置
は
、

各
河
川
の
水
位
状
況
に
応
じ
た
危
険
の

度
合
い
が
明
確
に
な
る
。平
常
時
に
は
、

避
難
行
動
に
対
す
る
防
災
意
識
の
啓
発

が
図
れ
る
と
と
も
に
、
洪
水
発
生
時
に

は
、
水
防
団
の
円
滑
な
水
防
活
動
や
、

バ
ス
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
幅
の

確
保
や
、
現
行
ル
ー
ト
の
大
幅
な
延
伸

と
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が
必
要

と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す

市
営
住
宅
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
敷
地
内

へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
、
市
営
住
宅
へ

の
乗
り
入
れ
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
運
行

ル
ー
ト
等
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く

が
、
そ
の
際
に
は
、
市
営
住
宅
へ
の
乗

り
入
れ
に
よ
っ
て
、
既
存
の
停
留
所
の

廃
止
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に

も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
全
体
的
な
バ

ラ
ン
ス
の

中
で
見
直

し
を
実
施

し
て
い
き

た
い
。

住
民
自
ら
が
危
険
の
度
合
い
を
判
断

し
、
避
難
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
大
変
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

既
設
の
水
位
観
測
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
量
水
標
で
、
水
位
計
だ
け
の
も
の

は
、「
氾
濫
注
意
」「
避
難
判
断
」「
氾

濫
危
険
」
な
ど
の
危
険
度
合
い
も
表
示

し
た
も
の
に
変
え
て
い
た
だ
く
よ
う
河

川
管
理
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
量
水
標
の
新
規
設
置
に
つ
い

て
は
、
調
査
・
測
量
が
必
要
に
な
る
と

と
も
に
一
定
の
予
算
を
伴
う
た
め
、
直

ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て

有
効
で
あ
る

の
で
、
危
険

度
合
い
の
追

加
表
示
と
併

せ
て
、
各
河

川
管
理
者
と

協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

○�

「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
」
の
高
評
価
を
ど
う
生
か
す
の
か

●�

河
川
の
氾
濫
に
備
え
た
、
避
難
行
動

を
判
断
し
や
す
く
で
き
な
い
か

○�

「
広
報
と
ち
ぎ
」
の
紙
面
充
実
と
折

込
チ
ラ
シ

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
活
用

大谷�好一�議員
誠　心

千葉�正弘�議員
大　樹

市営住宅への乗り入れを含
めた運行ルートの見直しを

危険度合いが表示されていない
永野川の上人橋
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女
性
が
創
業
し
や
す
い
よ
う

本
市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を

　

女
性
の
独
創
的
な
視
点
や
発
想
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
女
性
が
子
育
て
し
な

が
ら
創
業
で
き
る
よ
う
、例
え
ば
、ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
訪
れ
る
際
や
創

業
塾
・
交
流
会
に
参
加
す
る
際
に
託
児

所
が
あ
る
な
ど
、
女
性
に
優
し
い
支
援

が
あ
る
と
よ
り
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
。
本
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
計
画
し
て
お
り
女
性
創
業
者

の
支
援
を
図
る

　

女
性
の
創
業
は
、
比
較
的
少
額
な
資

金
に
よ
る
短
期
間
で
の
積
極
的
な
創
業

が
多
い
こ
と
や
、
女
性
消
費
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
事
業
展
開
が
多
い
こ
と

か
ら
成
長
可
能
性
が
高
い
な
ど
の
特
長

後
継
者
育
成
を
中
心
と
し
た

伝
統
工
芸
へ
の
支
援
を

　

本
市
の
伝
統
技
術
を
支
え
て
い
る
の

は
主
に
高
齢
者
の
方
々
で
あ
る
。
磨
か

れ
た
技
術
を
次
世
代
へ
と
継
承
し
な
け

れ
ば
伝
統
的
な
生
活
文
化
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
伝
統
と
も
の
づ
く
り
の
技
術

を
継
承
し
な
が
ら
産
業
と
し
て
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
後
継
者
育
成
を
中
心
と

し
た
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例
に

位
置
付
け
て
い
く

　

本
市
で
は
、
栃
木
県
伝
統
工
芸
品
と

し
て
現
在
6
件
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
個
人
等
の
小
規
模
経
営

で
あ
り
、
後
継
者
の
問
題
等
に
よ
る
事

業
存
続
は
、
市
と
し
て
も
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

が
あ
る
。

　

ま
た
、
従
業
員
も
女
性
の
割
合
が
高

く
、
女
性
の
活
躍
の
場
の
創
出
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
と
し
て
も
積

極
的
に
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
29
年
度
事
業
と

し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
創
業
計

画
を
幅
広
く
募
集
し
て
、
女
性
や
若
者

等
の
創
業
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
優
秀

な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
表
彰

す
る
と
と
も
に
、
奨
励
金
を
授
与
し
、

創
業
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
は
、特
に
、女
性
部
門
を
設
け
て
、

女
性
創
業
希
望
者
の
支
援
を
図
り
、
裾

野
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

る
。
国
や
県
等
の
助
成
金
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
支
援
制
度
の
活
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
伝
統
工
芸
を
取
り
巻
く

状
況
を
調
査
し
、
市
と
し
て
、
そ
の
継

承
を
図
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

有
効
で
あ
る
か
を
研
究
し
、
具
体
的
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
伝
統
工
芸
の
事
業
者
を
含

む
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
支
援

に
つ
い
て
、
本
年
6
月
を
目
途
に
、
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す

る
条
例
制
定
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
市
が
行
う
べ
き

基
本
的
な
施
策
と
し
て
「
中
小
企
業
者

に
よ
る
伝
統
的
技
能
等
の
継
承
の
支
援

を
図
る

た
め
の

施
策
」

を
位
置

付
け
て

い
き
た

い
。

●
伝
統
工
芸
の
継
承

○
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

○
子
育
て
応
援
事
業

●
創
業
支
援

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

○
子
育
て
支
援

古沢�ちい子�議員
公明党議員会

小久保�かおる�議員
公明党議員会

「都賀の座敷箒」の製作風景
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健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
で

健
康
寿
命
延
長
と
予
防
医
療
を

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
取
り
組
み
は

全
国
2
6
0
以
上
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
、
県
内
で
も
導
入
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
健
康
寿
命
延
長
や
予
防
医
療

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
一
日
も
早
く
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁
奈
良
部
保
健
福
祉
部
長

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

き
た
い

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
健
康
づ
く
り

の
動
機
づ
け
と
し
て
、
ま
た
、
健
康
づ

く
り
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
方
策

と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
生
活
習
慣
病
等

の
予
防
や
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
、
有
効
な
手
段
で
あ
る

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
応
し
た

公
園
復
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
山
あ
い
の

公
園
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
被
害
状
況

も
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
園
を
安
全
で
美
し
い
状
態
に
維

持
・
管
理
し
て
い
く
た
め
に
公
園
復
旧

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
市
民
協
働
に
よ
る
公
園
の
維

持
管
理
を
進
め
る
た
め
に
も
ア
ダ
プ
ト

制
度
の
普
及
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
鈴
木
建
設
水
道
部
長

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

効
率
的
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
る

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増
加
し
、
復
旧

作
業
が
追
い
付
か
な
い
こ
と
か
ら
、
特

に
公
園
の
安
全
性
や
景
観
に
重
点
を
置

き
優
先
順
位
を
決
め
て
対
応
し
て
い
る
。

　

現
在
、
45
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
制
度
に

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
等
が
外
出
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
地
域
貢
献
活
動
を

行
う
こ
と
も
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、
健
康

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、
本
市

な
ら
で
は
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
構
築
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
庁
内
の
関
係
課
や
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
関
係
機
関
と
十
分
連
携
を

図
り
な
が
ら
、平
成
29
年
度
に
お
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
な
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
構
築
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

登
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
で
活
動
を

さ
れ
て
お
り
、
公
園
の
維
持
管
理
に
大

き
な
手
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
活

動
を
全
地
域
に
広
げ
る
た
め
、
各
公
園

の
管
理
棟
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置
く
ほ
か
、

広
報
紙
や
市
H
P
の
活
用
な
ど
で
の
周

知
に
努
め
て
お
り
、
今
後
は
、
市
内
各

公
園
へ
の
募
集
看
板
の
設
置
な
ど
積
極

的
に
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
一
連
の
対

応
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
に
よ
り
整
理

し
、
公
園
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
担
当

課
職
員
の
誰
も
が
効
率
的
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
安
心
し

て
快
適
に

利
用
で
き

る
公
園
と

な
る
よ
う

努
め
て
い

く
。

●�

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
す
る
公
園
の
復

旧
と
対
策

○�

栃
木
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例

○
平
成
29
年
度
予
算
編
成

○�（
仮
称
）文
化
芸
術
館
・
文
学
館
の
建

設
、
整
備

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

○
農
業
振
興

長　芳孝�議員
黎　明

針谷�正夫�議員
黎　明

被害に遭った公園に設置された防
護柵



－ 11 －

市 すに 一 質政 る対 般 問

第 31 号 平成 29 年 5 月 19 日とちぎ市議会だより

年
間
行
事
計
画
を
達
成
す
る
に

は
市
の
財
政
的
支
援
が
不
可
欠

　

市
内
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
単
位

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ブ
が
自
立
の
精
神
の
も
と
、

ク
ラ
ブ
員
は
限
ら
れ
た
年
金
の
中
か
ら

年
会
費
を
納
め
、
ク
ラ
ブ
運
営
の
足
し

に
と
努
力
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
年
間
行
事
計
画
を
満
足
の

い
く
形
で
達
成
す
る
に
は
、
市
か
ら
の

財
政
的
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
ク

ラ
ブ
へ
の
財
政
的
支
援
は
、
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
奈
良
部
保
健
福
祉
部
長

会
員
数
に
応
じ
て
基
準
額
に

5
千
円
を
加
算
し
補
助
し
て
い
る

　

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
財
政
的
支

援
に
つ
い
て
は
、
会
員
数
に
応
じ
て
、

29
人
ま
で
の
ク
ラ
ブ
に
は
4
万
1
千

円
、
30
人
か
ら
49
人
ま
で
の
ク
ラ
ブ
に

空
き
家
や
空
き
室
の
利
用
者
に

家
賃
の
一
部
補
助
を
で
き
な
い
か

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
財
政
難
に
よ

り
公
営
住
宅
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と

は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
営

住
宅
は
応
募
倍
率
が
高
く
、
希
望
通
り

に
入
居
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
伴
う
世
帯
数
の
減
少
に
よ
り
、
全
国

の
空
き
家
は
約
8
2
0
万
戸
を
数
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
な

い
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
市
内
に
点
在

す
る
空
き
家
や
空
き
室
を
活
用
し
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
弁
市
川
都
市
整
備
部
技
監

住
生
活
基
本
計
画
等
の
見
直
し
を

行
う
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
市
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
解
体
を
予
定
し
て
い
る
一
方
、

は
4
万
6
千
円
、
50
人
か
ら
69
人
ま
で

の
ク
ラ
ブ
に
は
5
万
1
千
円
と
い
う
よ

う
に
、
20
人
き
ざ
み
で
5
千
円
を
上
乗

せ
し
、
最
大
で
は
、
1
5
0
人
以
上
の

ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
7
万
6
千
円
を
補

助
し
て
い
る
。

　

補
助
金
総
額
は
、
平
成
27
年
度
決
算

に
お
い
て
、
7
5
9
万
3
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
地

域
支
え
合
い
活
動
な
ど
地
域
貢
献
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ク
ラ
ブ
の
自
立
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

今
後
は
、
人
口
減
少
や
財
政
状
況
等
を

考
慮
す
る
と
、
建
て
替
え
や
新
設
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
営
住
宅
の
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
民
間
の
ア
パ
ー
ト

の
空
き
室
も
多
い
こ
と
か
ら
、
市
営
住

宅
の
代
替
施
設
と
し
て
民
間
ア
パ
ー
ト

等
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合
、
家
賃

を
市
営
住
宅
並
み
に
抑
え
る
た
め
の
補

助
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

平
成
29
年
度
に
住
生
活
基
本
計
画
及

び
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
見
直

し
を
行
う
中
で
、市
営
住
宅
の
在
り
方
、

低
所
得
者
等

へ
の
入
居
支

援
制
度
に
つ

い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
市
営
住
宅

○
高
齢
者
の
交
通
環
境

○
公
園
施
設
の
整
備

○
県
道
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
行
政

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

○
太
平
山
桜
ま
つ
り

●
と
ち
ぎ
蔵
の
街
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

永田�武志�議員
黎　明

入野�登志子�議員
公明党議員会

人気の高い市営住宅

パンジーの植栽活動
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小
中
一
貫
教
育
を

全
市
に
導
入
す
る
目
的
は

　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
と
ち

ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上

げ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
学
校
運

営
協
議
会
制
度
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
小
中
一
貫
教
育
が

全
市
に
導
入
さ
れ
る
。
小
中
一
貫
教
育

を
全
市
に
導
入
す
る
目
的
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
赤
堀
教
育
長

小
中
学
校
が
共
通
の

目
指
す
子
ど
も
像
を
設
定
し
、

生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
小
中

姉
妹
校
化
事
業
の
実
績
を
踏
ま
え
、
平

成
29
年
度
よ
り
市
内
全
小
中
学
校
に
お

い
て
、
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
。

実
態
の
な
い
助
成
話
に
よ
り

増
加
し
た
負
債
の
責
任
は

　
「
株
式
会
社
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
」

は
、
平
成
15
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
設
立
さ
れ
、
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
、
設
立
当
初
か
ら
行
政
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
は
1
億
5
千
万
円
の

架
空
助
成
金
を
あ
て
に
し
、
多
額
の
設

備
投
資
を
し
た
結
果
、
負
債
額
は
前
年

度
末
よ
り
も
大
き
く
増
え
て
い
る
。
損

失
が
出
た
場
合
の
市
へ
の
影
響
、
取
締

役
会
等
の
責
任
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

会
社
の
在
り
方
、
市
の
関
与
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

　
「
株
式
会
社
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
」

の
平
成
29
年
2
月
現
在
の
借
入
金
は

1
億
9
7
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年
度

末
か
ら
8
1
7
0
万
円
増
加
し
て
い
る

そ
の
目
的
は
、小
中
学
校
が
共
通
の
「
目

指
す
子
ど
も
像
」
を
設
定
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
市
が
目
指
す

「
た
っ
た
一
人
し
か
な
い
自
分
の
よ
さ

を
伸
び
伸
び
と
発
揮
し
、
た
っ
た
一
度

し
か
な
い
一
生
を
自
ら
の
意
志
で
生
き

生
き
と
切
り
拓
く
力
」
を
育
む
こ
と
で

あ
る
。

　
な
お
、小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
を
基
盤

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推

進
し
、
教
育
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
「
ふ
る
さ

と
の
風
土
で
育

む
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
」

の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
き

た
い
。

が
、
平
成
29
年
3
月
期
の
資
金
繰
り
に

つ
い
て
は
、
独
自
で
資
金
調
達
を
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
は
、
独
立
し
た

法
人
経
営
体
で
あ
り
、
自
主
的
に
健
全

経
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
原
則
と
さ
れ

て
い
る
。

　

市
は
、
出
資
者
と
し
て
出
資
額
の
範

囲
で
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
設

立
の
経
緯
や
公
金
を
使
い
出
資
・
貸
付

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
指

導・関
与
を
行
う
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

借
入
金
・
設
備
投
資
状
況
等
を
踏
ま

え
、
会
社
と
し
て
の
在
り
方
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
岩
舟
地
域
を
代
表
す
る

観
光
農
園
事

業
を
推
進
す

る
視
点
に
立

ち
、
市
の
関

与
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

●
株
式
会
社
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね

○
水
道
行
政

○
人
材
育
成
基
本
方
針
と
職
場
実
態

●
栃
木
市
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育

○�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
向
け
た
取
り
組
み

氏家　晃�議員
新生クラブ

針谷�育造�議員
栃木新風会

観光農園いわふねが経営するいわ
ふねフルーツパーク
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農
地
集
積
の
推
進
を

　

米
麦
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
の
耕

作
面
積
は
、
一
戸
あ
た
り
30
㌶
が
理
想

と
さ
れ
て
い
る
。

　

広
々
と
し
た
農
地
が
荒
廃
す
る
こ
と

な
く
、
美
し
い
景
観
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
地

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
た
農
地
の
集
積

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

農
地
の
集
積
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
、
成
果
が
上
が
れ
ば
、

市
内
全
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

モ
デ
ル
事
業
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
た
い

　

農
地
の
大
区
画
化
、
分
散
し
て
い
る

農
地
の
解
消
な
ど
、
強
い
農
業
を
支
え

る
生
産
基
盤
の
整
備
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の

既
存
建
物
に
柔
軟
な

制
度
運
用
を
で
き
な
い
か

　

昭
和
45
年
の
市
街
化
区
域
・
市
街
化

調
整
区
域
の
線
引
き
に
よ
り
、
市
街
化

調
整
区
域
の
既
存
の
建
物
を
撤
去
し
て

し
ま
う
と
地
目
は
宅
地
で
あ
っ
て
も
、

建
物
を
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
税
金
は
宅
地
並
み
課
税
と
な
る
。

　

ま
た
、
築
40
年
以
上
の
建
物
を
放
置

し
て
お
け
ば
、
放
火
や
天
災
に
よ
る
被

害
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　

危
険
防
止
策
と
し
て
も
、
柔
軟
な
制

度
運
用
が
で
き
な
い
か
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

よ
り
柔
軟
な
制
度
運
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
既
存
建
物
に

つ
い
て
は
、
農
家
住
宅
な
ど
一
定
の
用

途
の
建
築
物
を
除
く
建
築
行
為
は
、
都

　

農
地
の
大
区
画
化
や
分
散
農
地
の
解

消
手
法
と
し
て
は
、
農
地
の
区
画
変
更

に
合
わ
せ
て
用
排
水
路
整
備
、
農
道
整

備
も
含
め
再
度
圃
場
整
備
を
行
う
手

法
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、

担
い
手
へ
農
地
集
積
を
進
め
る
方
法
な

ど
が
あ
る
。

　

今
後
、
強
い
農
業
、
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
の
た
め
の
、
圃
場
の
大
区
画

化
や
農
地
の
分
散
化
の
解
消
に
向
け
、

市
内
土
地
改
良
区
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
有
効
な
整
備
手
法
の
研
究
と
併

せ
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
で
き
な

い
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
栃
木
市
土
地

改
良
事
業
推
進
協
議
会
を
活
用
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
計
画
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
区
域
の
線
引
き
が
さ
れ
る

前
か
ら
建
っ
て
い
る
適
法
な
建
物
に
つ

い
て
は
、
建
て
替
え
後
も
規
模
や
構
造

な
ど
が
同
様
の
場
合
、
原
則
と
し
て
許

可
は
不
要
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
は
、
既
存
の
建
物
の
解
体
後
一
年

以
内
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
許
可

を
不
要
と
す
る
な
ど
柔
軟
な
制
度
運
用

を
図
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
防
犯・

防
災
の
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
く
、
既

存
建
築
物
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
た
め
、
建
物
の
適
法
性

が
確
認
で
き
る
場
合
な
ど
は
、
許
可
の

不
要
な
建
て
替

え
と
し
て
取
り

扱
う
な
ど
、
よ

り
柔
軟
な
制
度

運
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
都
市
計
画
法

○
新
青
少
年
教
育
施
設
整
備

●
農
業
振
興
対
策

○
観
光
客
誘
致
活
動

○
観
光
名
所
、
旧
跡
等
の
整
備

大出�三夫�議員
黎　明

茂呂�健市�議員
栃木新風会
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食
事
や
学
習
支
援
の
た
め
の

「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
を

　

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を

発
見
し
、一
人
一
人
に
対
応
す
る
に
は
、

各
機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
実
際

に
生
活
支
援
や
学
習
支
援
が
で
き
る
受

け
皿
が
必
要
と
な
る
。
県
に
お
い
て
、

食
事
や
学
習
面
な
ど
を
支
援
す
る
た
め

の
「
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
開
始
す
る
と
し
て
い
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
奈
良
部
保
健
福
祉
部
長

で
き
る
だ
け
早
期
に

開
設
し
て
い
く

　
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
で
想
定
し
て
い
る
「
子
ど
も

の
居
場
所
」
は
、
生
活
が
困
窮
し
て
、

養
育
が
行
き
届
か
な
い
家
庭
や
育
児
放

棄
の
家
庭
の
子
ど
も
を
支
え
る
た
め
、

学
習
の
ほ
か
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
な
ど

準
要
保
護
世
帯
へ
の

就
学
援
助
の
拡
充
を

　
国
は
来
年
度
か
ら
、要
保
護
世
帯
（
※

2
）
の
新
入
学
児
童
生
徒
へ
の
入
学
準

備
費
用
の
補
助
単
価
を
2
倍
に
引
き
上

げ
る
。
小
学
校
で
は
2
万
4
7
0
円
か

ら
4
万
6
0
0
円
に
、
中
学
校
で
は

2
万
3
5
5
0
円
か
ら
4
万
7
4
0
0

円
に
な
る
。

　

準
要
保
護
世
帯
（
※
3
）
に
も
こ
の

単
価
引
き
上
げ
を
適
用
す
べ
き
で
あ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

P
T
A
会
費
も
支
給
対
象
に
加
え
る
べ

き
と
考
え
る
。

　

就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て
、
見
解

を
伺
う
。

答
弁
松
本
教
育
部
長

国
に
合
わ
せ
、

拡
充
を
検
討
し
て
い
る

　

就
学
援
助
の
実
態
と
し
て
は
、
平
成

生
活
面
を
支
援
し
、
家
庭
の
養
育
機
能

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
子
ど
も
の
居
場

所
」
の
き
め
細
か
な
支
援
に
よ
り
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
習
得
や
自
尊
感
情

の
向
上
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
一
時
保
護

に
至
ら
ず
に
地
域
で
生
活
で
き
る
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
子
ど
も
の
居

場
所
」
は
必
要
な
施
設
な
の
で
、今
後
、

施
設
の
整
備
や
運
営
に
対
す
る
国
・
県

の
補
助
制
度
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
施
設
運
営
に
協
力
を
い
た
だ
く
子

育
て
支
援
団
体
や
N
P
O
法
人
、
社
会

福
祉
法
人
等
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
開
設
し
て

い
く
。

29
年
1
月
末
現
在
の
就
学
援
助
対
象
者

数
は
、
小
学
校
の
要
保
護
者
32
人
、
準

要
保
護
者
3
9
9
人
の
合
計
4
3
1
人

で
あ
り
、
中
学
校
で
は
、
要
保
護
者
28

人
、
準
要
保
護
者
2
3
8
人
の
合
計

2
6
6
人
で
、
小
中
全
体
で
6
9
7
人

で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
国
の
動
き
に
合

わ
せ
、
準
要
保
護
世
帯
に
対
す
る
新
入

学
用
品
費
の
単
価
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、ク
ラ
ブ
活
動
費
、生
徒
会
費
、

P
T
A
会
費
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や

支
給
す
る
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後

も
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
就
学
援
助
（
※
1
）
の
拡
充

○
水
道
事
業

○
生
活
道
路
の
整
備

○
い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
活
用

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策

○
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定

大川�秀子�議員
黎　明

白石�幹男�議員
無会派

用
語
解
説

（
※
1
）
就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
小
・
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学

用
品
費
・
学
校
給
食
費
等
を
援
助
す
る
制
度

（
※
2
）
要
保
護
世
帯

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

（
※
3
）
準
要
保
護
世
帯

　
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
が
困
窮

し
、
生
活
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
市
教
育

委
員
会
が
認
定
し
た
世
帯
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森
林
の
保
全
管
理
活
動
の

取
り
組
み
に
支
援
を

　

森
林
や
里
山
を
健
全
な
状
態
で
管
理

し
続
け
る
に
は
、
森
林
所
有
者
や
関
係

者
の
努
力
の
み
で
は
厳
し
い
。
地
域
住

民
等
に
よ
る
共
同
活
動
等
へ
の
協
力
の

ほ
か
、
自
治
体
か
ら
の
支
援
も
必
要
と

考
え
る
。
自
治
体
か
ら
の
支
援
と
し
て

は
、
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
対
策
事

業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

で
き
る
限
り
の
支
援
を

続
け
て
い
く

　

本
市
の
森
林
保
全
管
理
活
動
団
体
は

16
団
体
で
、
構
成
人
数
は
4
0
0
名
を

超
え
て
お
り
、県
内
市
町
中
ト
ッ
プ
と
、

本
市
で
は
、
多
く
の
方
々
に
積
極
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

岩
舟
駅
南
口
整
備
計
画
の

今
後
の
予
定
は

　

岩
舟
駅
南
口
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
に
お
い

て
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
68
・

3
㌶
の
構
想
面
積
で
駅
周
辺
の
整
備
基

本
計
画
の
作
成
を
行
う
と
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
地
元
住
民
に
対

す
る
説
明
会
を
行
っ
て
き
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
経
過
と
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

調
査
を
も
と
に
実
情
を
把
握
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
く

　

岩
舟
駅
南
口
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
岩
舟
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
昨
年

8
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
12
の
自
治

会
を
対
象
に
、
自
治
会
長
や
地
域
委
員

　

し
か
し
、
活
動
組
織
の
多
く
が
、
活

動
計
画
の
期
限
の
3
年
間
を
迎
え
る

と
、
交
付
金
の
終
了
と
と
も
に
活
動
そ

の
も
の
を
終
了
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

国
で
は
、
効
果
を
維
持
す
る
た
め
に

も
引
き
続
き
一
定
の
管
理
を
行
い
、
豊

か
な
森
林
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
重
要
と
し
て
、
平
成
33
年
度
ま

で
に
活
動
団
体
を
現
在
の
1
9
0
0
団

体
か
ら
2
6
0
0
団
体
に
増
や
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
多
く
の
組

織
が
活
動
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

の
方
々
を
は
じ
め
、
自
治
会
の
皆
さ
ま

へ
の
説
明
会
を
12
回
開
催
し
、
意
見
を

交
換
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
1
月
下
旬
に
は
、
交
通

量
の
実
態
調
査
と
し
て
、
岩
舟
駅
利
用

者
の
状
況
や
交
通
の
流
れ
と
と
も
に
、

主
要
地
方
道
桐
生
岩
舟
線
の
主
要
な
交

差
点
部
に
お
け
る
交
通
量
調
査
を
実
施

し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
月
下
旬
か
ら
3
月
上
旬

に
か
け
て
、
自
治
会
の
皆
様
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
調
査
に
よ
り
、
岩
舟
駅
の
利
用
環

境
や
周
辺
道
路
の
交
通
環
境
、
住
環
境

等
に
つ
い
て

の
実
情
や
課

題
を
把
握

し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て

い
く
。

○
子
ど
も
の
遊
び
場

○
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
岩
舟
駅
南
口
整
備
計
画

●
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
対
策
事
業

○
有
害
鳥
獣
対
策

小堀�良江�議員
新生クラブ

青木�一男�議員
大　樹

活動を続けるために市からも支援を

開発が待たれる岩舟駅南口周辺
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水
利
位
置
に
赤
色
点
滅
灯
を

設
置
し
、
夜
間
の
消
防
活
動
の

迅
速
化
を

　

消
防
団
は
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
自
分

の
地
域
の
水
利
位
置
を
把
握
し
て
い

る
。
し
か
し
、
他
地
域
の
水
利
位
置
ま

で
は
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
夜
間
の

火
事
で
は
水
利
確
保
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

夜
間
の
消
防
活
動
の
迅
速
化
と
団
員

の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
L
E
D
式
赤

色
点
滅
灯
を
設
置
し
て
消
防
水
利
の
位

置
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
増
山
消
防
長

水
利
位
置
図
を
配
布
す
る
な
ど

し
て
対
応
し
て
い
く

　

現
在
、
消
防
水
利
の
標
識
に
つ
い
て

は
、
反
射
タ
イ
プ
の
も
の
を
使
用
し
て

夜
間
に
お
け
る
視
認
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の

有
効
利
用
を

　　

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
付
近
で
は
、
民

間
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
中
心

市
街
地
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
何
の
進
展
も
な
い

ま
ま
こ
の
土
地
を
放
置
し
て
い
て
は
い

け
な
い
。
市
民
の
求
め
る
も
の
を
市
の

中
心
部
に
作
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
具

体
的
な
案
は
あ
る
の
か
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

平
成
29
年
度
に
は
土
地
利
用
の

方
法
を
提
案
し
た
い

　

市
と
し
て
も
、
今
回
の
民
間
事
業
者

に
よ
る
開
発
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

を
目
指
す
う
え
で
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を

図
る
点
で
も
大
き
な
契
機
に
な
る
と
捉

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
黄
色

に
塗
装
さ
れ
た
蓋
を
使
い
、
周
囲
に
は

黄
色
の
区
画
線
を
引
く
こ
と
に
よ
り
視

認
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
L
E
D
式
赤
色
点
滅
灯
は
、
夜
間
の

視
認
性
は
高
い
が
、
定
期
的
に
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
点

滅
す
る
光
が
住
居
内
に
射
し
込
む
こ
と

を
理
由
に
、
住
民
か
ら
断
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
に
、
課

題
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
研
究
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
夜
間
の
消
防
水
利
の
表
示

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
視
認
性
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
ま
た
、
担

当
区
域
外
の
消
防
団
員
に
対
し
て
は
、

出
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
の
水
利

位
置
図
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

中
心
市
街
地
に
お
け
る
魅
力
と
活
力

を
高
め
、
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
う
え

で
は
、
銀
座
通
り
周
辺
の
民
間
開
発
と

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
土
地
利
用
が
有

機
的
に
連
携
し
、
街
な
か
に
と
っ
て
不

足
し
て
い
る
機
能
を
互
い
に
補
え
る
相

乗
的
な
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
銀
座
通
り
を
は
じ
め
大
通
り

周
辺
で
は
、
街
の
姿
が
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
街
な
か
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
中

心
市
街
地
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
考
察

の
う
え
、
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
に
は
有

効
な
土
地

利
用
の
方

法
を
提
案

し
た
い
。

○�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
制

度
の
新
設

●
旧
栃
木
警
察
署
跡
地

●
消
防
水
利
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

中島�克訓�議員
新生クラブ

坂東�一敏�議員
誠　心

赤色点滅灯付の標
識。夜間の視認性が
高いが課題も

変わりつつある倭町交差点周辺
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指
定
管
理
者
制
度
の
評
価
は

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
市
の
経
費
節
減
を
目
的
と

し
、
民
間
事
業
者
の
活
力
を
期
待
し
て

導
入
さ
れ
、
14
年
が
経
過
し
た
。
現
在

51
の
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
検

証
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
管
理
運
営
の
結
果
、
大
き
な

利
益
が
出
て
い
る
場
合
に
は
、
利
用
料

を
安
く
す
る
と
か
、
市
へ
一
部
納
付
す

る
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
赤
羽
根
総
務
部
長

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の

節
減
が
図
ら
れ
て
い
る

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

市
直
営
で
は
蓄
積
し
に
く
い
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の
増

加
に
繋
が
っ
て
い
る
。
制
度
導
入
前

と
平
成
27
年
度
の
年
間
利
用
者
数
を

比
較
す
る
と
、
渡
良
瀬
の
里
は
、
約

少
子
化
が
進
む
中

子
ど
も
達
に
適
正
な
教
育
環
境
を

　

未
来
の
栃
木
市
を
担
う
子
ど
も
達
が

自
ら
考
え
、
学
び
、
生
き
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、
学
校
で
の
集
団
活
動
を
通

し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
持
っ
た
仲

間
と
の
交
流
に
よ
っ
て
社
会
性
や
集
団

性
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
本
市

の
小
中
学
校
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
松
本
教
育
部
長

学
区
審
議
会
に
お
い
て
審
議
し

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い

　

本
市
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
昭
和
59
年
度
の
2
万
5
6
3
3

人
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
は
約
半
数
の

1
万
2
2
2
0
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

1
万
1
千
人
、
道
の
駅
に
し
か
た
は
、

約
10
万
5
千
人
、
道
の
駅
み
か
も
は
、

約
15
万
2
千
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
に
制
度
を
導
入
し
た
斎
場
、
渡

良
瀬
の
里
、
道
の
駅
に
し
か
た
、
道
の

駅
み
か
も
の
管
理
経
費
が
、
全
体
で

4
8
0
0
万
円
ほ
ど
削
減
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
指
定
管
理
者
は
、
よ
り
魅
力

あ
る
事
業
の
実
施
と
経
費
の
削
減
に

よ
っ
て
利
益
を
得
る
が
、
利
益
が
優
先

さ
れ
て
施
設
の
管
理
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
十
分
に
検

証
し
、
過
大
に
利
益
が
出
て
い
る
場
合

に
は
、
更
新
の
際
に
指
定
管
理
料
の
上

限
額
の
見

直
し
を
図

り
た
い
。

　

適
正
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

か
け
て
開
催
す
る
学
区
審
議
会
に
お
い

て
審
議
い
た
だ
き
、
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　

な
お
、
本
市
で
は
こ
の
4
月
か
ら
、

市
内
14
の
中
学
校
区
に
お
い
て
小
中
一

貫
教
育
を
導
入
し
、
小
中
学
校
の
接
続

の
円
滑
化
や
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
一

貫
性
の
あ
る
教
育
な
ど
、
実
情
に
応
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に

設
置
さ
れ
る
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い

て
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
主

体
的
で
活
発
な
議
論
が
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
予
算
編
成
の
考
え
方

○
排
水
対
策
事
業

●
適
正
な
教
育
環
境
の
確
保

●�

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
課
題
、

個
別
管
理
者

○�

企
業
誘
致
す
る
千
塚
町
上
川
原
産
業

団
地
の
状
況

大武�真一�議員
無会派

福富�善明�議員
大　樹

利用者が増えている道の駅にしかた
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教
育
環
境
を
守
る
た
め

早
急
な
対
応
を

　

栃
木
市
に
お
い
て
も
教
育
困
難
校
は

存
在
す
る
。
現
状
を
見
て
き
た
が
、
依

然
と
し
て
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
生
徒

の
た
め
に
、
他
の
生
徒
の
教
育
環
境
が

悪
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
問
題
行
動
を
起
こ
す
生
徒
に
は
更

生
の
機
会
が
必
要
で
あ
る
。
一
刻
の
猶

予
も
な
い
が
、
教
育
委
員
会
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
赤
堀
教
育
長

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り

一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
く

　

ま
ず
、
学
力
の
課
題
に
対
し
て
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
差
を
解
消
す
る
た

め
、
朝
や
放
課
後
に
補
習
を
行
い
、
基

礎・基
本
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
次
に
、発
達
的
な
課
題
に
対
し
て
は
、

学
校
支
援
員
を
配
置
し
、
保
護
者
や
専

門
機
関
と
も
連
携
し
て
組
織
的
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、臨
床
心
理
士
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
派
遣
し
て

児
童
生
徒
や
教
職
員
を
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
家
庭
・
地
域
に
関
す
る
課
題

に
対
し
て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
及

び
関
係
機
関
等
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
地
域
住
民
や

P
T
A
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら

に
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
出
席
停
止
な
ど
毅
然
と
し
た

態
度
で
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
愛
情
を

も
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、学
校・

家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ

て
、
一
つ
一
つ

課
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

○
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
活
性
化

○
歩
道
の
安
全
性
確
保

●
教
育
困
難
校
の
認
識
と
対
応

広瀬�義明�議員
大　樹

その1 	傍聴席から
� 予約は要りません。市役所4階に直接おいでください。

その3 	インターネットで生中継
� ホームページからご覧ください。本会議を全て配信しています。

その2 	ケーブルテレビ112chで生中継
� 主に、一般質問の様子をお届けしています。

その4 	インターネットで録画放送
� 過去の本会議が見られます。
� スマホなどでQRコードを読み取ると簡単です。

議会を見る方法は・・・直接でも、テレビでも、パソコンでも、スマホでもOK
議会を見よう
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みんなの声でまちづくりを
　昨年11月に開催した議会報告会（意見交換会）
で皆さまからいただいたご意見をまとめ、議会か
らの5つの提言として、市長に提言書を提出しま
した。

子どものために全天候型の遊び場を（民生常任委員会視察）

2/3　「キッズピアあしかが」を視察
　子育て世代から、「天候に左右されずに遊べる遊び場
を作ってほしい。」との声が寄せられています。
　議会でもこれまでに一般質問で取り上げる中、市は
祝町地内に屋内遊戯施設を整備する方針を決めました。
　民生常任委員会では、施設の整備を見据え、平成26
年12月にオープンした「キッズピアあしかが」を視察
しました。

市議会だより　改善のヒントは？（議会広報紙発行特別委員会視察）

2/8～9　滋賀県竜王町議会、甲賀市議会
　両市町議会は共に広報紙コンクールに入賞するなど、優れた
広報紙を作成しています。企画内容から最終校正まで全て議員
が行う徹底ぶり。広報紙にかける熱意を感じました。
　本市議会もできることからコツコツと改善を重ねていきます。

民意を把握し、反映するには？（議会運営委員会視察）

1/30～2/1　岐阜県可児市議会・多治見市議会
　可児市議会では、市議会の現状を知るためのアンケー
ト調査の実施や、高校生議会やママさん議会の開催など、
民意を把握するための取り組みを学びました。
　また、多治見市議会では、市民との意見交換の後、各
常任委員会の調査研究事項として割り振るなど、本市と
の違う手法を学ぶことができました。

１．防災対策の充実を
２．交通防犯対策の取り組みを
３．とちぎメディカルセンターへの支援を
４．安全・安心に配慮した効果的な道路整備を
５．学校教育環境の整備を

詳しい内容は
ホームページを見てね
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平
成
29
年
度
予
算
（
一
般
会
計

6
3
2
億
円
）
が
3
月
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
に
は
、
そ
の
議
事

機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
で
徹
底
し
た

議
論
を
通
し
て
、
自
治
体
の
予
算
や
政

策
、具
体
的
な
事
業
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
は
行
政
を
監
視
す
る
と

と
も
に
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

提
案
権
は
行
政
に
あ
り
ま
す
が
、
決

定
権
は
議
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
本
紙
面
や
議
会
報
告
会
を
通
し
て
、

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。	

（
針
谷
育
造　
記
）

委

員

長

青

木

一

男

副
委
員
長

中

島

克

訓

委

員

針

谷

育

造

坂

東

一

敏

小
久
保
か
お
る

白

石

幹

男

針

谷

正

夫

千

葉

正

弘

写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー時

田

宣

久

中

島

優

次

広
報
紙
発
行
特
別
委
員
会

6月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土

6/4 5 6 7 8 9 10

本会議

新聞折込 議案等提案

11 12 13 14 15 16 17

本会議

『一般質問』

18 19 20 21 22 23 24

委員会

(総務) (民生) (産業教育) (建設)

25 26 27 28 29 30 7/1

本会議

議案等採決

傍聴にお越しください

　日程と一般質問の内容は、確定次第、
ホームページ等でお知らせするほか、6月
8日（木）に新聞折り込みを予定しています。
　ぜひ傍聴にお越しください！

3月定例会の傍聴者は・・・149人でした。

モニターインタビューNo.3
　紙面を充実させるためのアンケートにご協力をいただいている「議会広報紙モニター」に
インタビューするコーナーです。3

議会広報紙モニター
今井 宏明さん

　広報紙モニターになってみて一言お願いします。
　各議員さんが行う一般質問も、市や市民のこと
を考えて、色々な方向からの質問や提言がありま
すので、毎回興味をもって見ています。専門用語
の解説も見やすいところに載せてあり、誰が見て
も分かりやすい市議会だよりではないでしょうか。

　今井さんは、栃木市に移住してこられましたが、
栃木市にのぞむことはありますか。
　現在住んでいるところの近くには、東北道や北
関東道のICがあり、車での移動が非常に便利です。
その一方で、鉄道が不便だと感じています。地元
の駅に停車する電車が小まめにあったり、東京へ
の乗り入れ時間が短縮されたりすると、人口が増
えたり、市民にとってもっと住みやすい町になる
と思います。今後の市や議会の活躍に期待いたし
ます。


